
＜交通状況＞ 

１．新名神高速道路の交通量 

１）本線交通量 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

:供用中

:事業中･計画中

:未着工区間

凡　例

・開通以降、月別交通量は約 26,000～約 35,000 台/日で推移し、1 年間の平均交通量は約 29,000 台/

日となっています。 

【新名神高速道路 位置図】  
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※交通 測装置によ ータを集計量計 るデ  

【平日休日別・車種別交通量】 

小型車

大型車

【月別交通量の推移】 

【新名神（信楽 IC～草津田上 IC 間）】 

・平日・休日では、平日が約28,000台/日、休日が約32,000台/日で、休日は平日の1.1倍となっています。 

・大型車の割合は、平日が 50％、休日が 22％で、全日では 41％となっています。 
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29千台/日

※各区間の交通量（交通量計測装置によるデータ）を区間距離で加重平均 

※早期開通料金割引：東名阪自動車道（鈴鹿IC・亀山PAスマートIC・亀山IC）または新名神高速道路（甲賀土山IC・信楽IC・草津田上

IC）のいずれかのICを出入りし、かつ、新規開通区間（亀山JCT～草津田上IC）を利用する全車両を対象とし

た割引を開通から平成20年6月30日まで実施 

開通 

早期開通料金割引（最大半額） 

 



２）新名神高速道路のインターチェンジ利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(台/日)
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＜甲賀土山ＩＣ＞ 

休日は1.1 倍

※出入交通量：インターチェンジの流入・流出をカウントした交通量

※集計期間：平成20年3月1日（土）～平成21年1月31日(土) 

【インターチェンジの出入交通量】 

【インターチェンジ出入交通の発着地内訳】 

＜信楽ＩＣ＞ 

休日は1.2 倍 

※関西：滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県 

※出入交通量：インターチェンジの流入・流出をカウントした交通量 

※集計期間：平成 20 年 3 月 1 日（土）～平成 21 年 1月 31 日（土）の平均値 

:供用中

:事業中･計画中

:未着工区間

凡　例
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・近傍に工業団地が立地する甲賀土山ＩＣでは、出入交通量のうち大型車の割合が 31％で、信楽ＩＣの
10％に比べ大型車の利用が多くなっています。また、愛知県・三重県を発着地とする交通が約 6割を
占め、中部圏域との結びつきが強くなっています。 

・平均出入交通量は、甲賀土山ＩＣが約 5,400 台/日で、信楽ＩＣが約 6,100 台/日となっています。 

・甲賀土山ＩＣの休日出入交通量は平日の1.1倍、信楽ＩＣの休日出入交通量は平日の1.2倍となっています。

３）大型車交通量の割合 

 

 

 

 

 

:供用中

:事業中･計画中

:未着工区間

凡　例
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(千台/日）

※新名神開通前：平成１９年３月１日（木）から平成２０年２月２３日（土）までの日平均交通量 

※新名神開通後：平成２０年３月１日（土）から平成２１年２月２３日（月）までの日平均交通量 
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・新名神の大型車交通量は約 12,000 台/日で、全交通量に占める割合は約 4割となっています。

・一方、名神(八日市～竜王)の大型車交通量は約 24,000 台/日から約 17,000 台/日まで減少し、全交

通量に占める割合が約 4割から約 3割に減少しています。 

【大型車交通の状況】 

 


